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事故のため
運転を中止
します

うんてん ちゅうし

じ こ

心のバリアフリーってなに？
こころ

この人たちはどんなバリアで困っているでしょうか
ひと こま

　バリアフリーは、「壁（バリア）」を「取り除く（フリー）」ことです。
　心のバリアフリーは障がいのある人や、様々な特性を持つ人に対して「怖い人」、「かわいそうな人」、「自分とは関係
のない人」など、差別や偏見、理解しない、関心を持たないといった心の壁を取り除くことです。

目次
もくじ

心のバリアフリーを知ろう
こころ し

P 1
P 2
P 3
P 4
P 5
P 6
P 7

心のバリアフリーを知ろう
みんなのまわりにある「バリア」
目の不自由な人のこと（視覚障がい）を知ろう
耳の不自由な人のこと（聴覚障がい）を知ろう
盲ろうの人のことを知ろう
身体に不自由のある人のこと（肢体不自由）を知ろう
身体の中に障がいのある人（内部障がい）・
難病の人のことを知ろう

P 8
P 9
P10
P11
P13
P14
P15

知的障がいの人のことを知ろう
発達障がいの人のことを知ろう
精神疾患の人のことを知ろう
これまでのおさらい
障がい者等用の設備を知ろう
ユニバーサルデザインを知ろう
福祉に関するマークを知ろう

① ②

③ ④

※　次のページで確認してみよう。
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事故のため
運転を中止
します

うんてん ちゅうし

じ こ

例１　建物の段差。

例２　高い場所に陳列
された商品。

みんなのまわりにある「バリア」

※「こころと社会のバリアフリーハンドブック　障害ってどこにあるの？」（国土交通省）

　https://www.mlit.go.jp/common/001250069.pdf　を加工して作成

制度のバリア
せいど

　社会のルールや制度によって、障がいのあ
る人が持っている能力を活かす機会を奪わ
れているバリアのことです。

生活のバリア
せいかつ

　電車やバス、道路や建物などで、利用する
人に不便さを感じさせるバリアのことです。

例１　障がいなどを理由
に学校の入学試験
や資格試験などの
受験資格や免許な
どを与えない。

例２　部屋探しを頼ん
だが、障がいを理由
とする誓約書の提出
を求められた。

心のバリア
こころ

　心ない言葉、偏見や差別、無関心など、障
がいのある人を受け入れないバリアのこと
です。

例１　点字ブロックの上
に自転車を置くこと
をいけないことだと
思わない。

例２　障がいのある人を
偏見の目で見たり、
かわいそうな存在
だと決めつける。

情報のバリア
じょうほう

　音だけ、文字だけなど、情報の伝え方が
十分でなく、必要な情報が平等に得られな
いバリアのことです。

例１　音声アナウンスの
みで、耳の不自由な
人（聴覚障がいの
ある人）に伝わらな
い。

例２　分かりにくい案内
や難しい言葉では
理解できない場合
がある。
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　「見ること」についての障がいです。
　視覚に障がいのある人の中には、何も見え
ない（全盲）人と見えにくい（弱視）人がいま
す。
　弱視の人の見え方も、細かい部分が分から
ない、光がまぶしい、暗いところで見えにく
い、見える範囲が狭いなど様々です。

こんなことに困っています…
こま

わたしたちができることは？

●白い杖（白杖）をついてい
る人は、杖で前の様子や安
全を確認して歩いています。
　点字ブロックの上に、
自転車などの物が置かれて
いると困ります。

◆困っていたら、前から「何
かお手伝いが必要ですか」
と声をかけてください。
　もし気付かないようでした
ら、肩や腕に軽く触れて、も
う一度声をかけてください。
　また、声をかけるときは
名前を名乗って声をかけま
しょう。

◆物の位置などを説明する
ときは、「あれ」、「その」、
「こっち」など、あいまいな
言葉では分かりません。
　「右」、「左」、「前」、「後ろ」、
「３歩くらい」、「100メートル
くらい」、「北」のように具体的
に伝えましょう。

●慣れていない場所を一人
で歩いたり、電車やバスなど
の公共交通機関で移動する
ことが難しいです。
　また、事故などの急な
環境の変化は音声で説明さ
れないと分かりません。

◆駅のホームや階段では、
危険だと感じたら声をかけ、
安全な位置まで誘導しま
しょう。

◆白杖を頭上50センチメー
トル程度に掲げてSOSシグ
ナルを示している視覚に
障がいのある人を見かけた
ら、進んで声をかけ、困って
いることなどを聞き、サポー
トしてください。

◆音声案内のない信号で
は、「信号が青になりました
よ」などと声をかけましょ
う。

目の不自由な人のこと（視覚障がい）を知ろう
ふじゆう ひと しかく しょう しめ

中心が見えない
ちゅうしん み

左しか見えない
ひだり み

ぼやけている

中心しか見えない
ちゅうしん み

見え方の一例
み かた いちれい

み しょう

み はんい せま さまざま

ぐたいてき

つた

ひかり くら み

じゃくし ひと み かた こま ぶぶん わ

ぜんもう ひと み じゃくし ひと

しかく しょう ひと なか なに み

ひと つえ まえ ようす あん

こま

じてんしゃ もの お

てんじ うえ

ぜん かくにん ある

ある でんしゃ

かんきょう へんか おんせい せつめい

こじ きゅう

むずか

わ

こうきょう こうつう きかん いどう

き づ

こえ

てつだ ひつよう

もの い ち せつめい

なまえ な の こえ

こえ

いちど こえ

かた うで かる ふ

きた

ほ

ひだり まえ うしみぎ

ことば わ

あんぜん い ち ゆうどう

きけん かん こえ

き

すす こえ こま

しょう ひと み

しめ しかく

ていど かか

はくじょう ずじょう

こえ

しんごう あお

おんせい あんない しんごう

しろ つえ はくじょう

こま まえ なに

ばしょな ひとり

えき かいだん

前に段差が
ありますよ

まえ だんさ

じ

じ

じ じ

３時の
方向にお茶が
あります

じ

ほうこう ちゃ

信号が青に
なりましたよ

しんごう あお
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事故のため
しばらく停車
します

ていしゃ

じ こ

ペラ　ペラ

　「聞くこと」についての障がいです。
　聴覚に障がいのある人には、生まれたときから、まったくきこえない人、きこえにくい人と、生まれた後に何らかの
原因によって聴力を失った（失聴）人、きこえにくくなった（難聴）人など、障がいの程度や状態は様々であり、必要とさ
れる配慮も違います。

耳の不自由な人のこと（聴覚障がい）を知ろう
みみ ふじゆう ひと ししょうちょうかく

こんなことに困っています…
こま

●声をかけられたり、車のク
ラクションを鳴らされても聞
こえず、危険な目にあうこと
があります。

●手話を使っている人の中には、日本語の読み書き
や、音声で話すことが苦手な人もいます。
　また、声に出して話せる人もいますが、相手の話は
聞こえていない場合もあります。

わたしたちができることは？

◆外見では分かりにくい
　聴覚障がいは外見では
分かりにくい障がいのため、
周囲に気付いてもらえない
ことがあります。
　「あいさつしたのに無視さ
れた」など、誤解されること
もあります。

◆街の中では
　緊急時や災害時もアナウ
ンスなどの音声情報には
気付くことができません。
　聴覚障がいのある人だと
分かった場合には、文字で
の表示やイラスト、手話な
ど、見て分かる方法で伝えま
しょう。

◆会話するときには
　会話をする準備が必要で
す。
　急に話し始めず、注意を
向けてから話しましょう。
　口もとの形や表情は、
言葉を理解するために大切
な情報です。気持ちが伝わ
るように、できるだけ目を合
わせて話しましょう。

◆聞き取りにくいときは
　聞き返したり、紙に書いて
もらい内容を確認しましょ
う。

●補聴器をつけている人もいますが、補聴器で音を大きく
しても、はっきり聞こえているとは限らず、相手の口の形
を読み取るなど、視覚による情報で内容を補っている人も
たくさんいます。

はいりょ ちが

げんいん ちょうりょく うしな しっちょう なんちょう しょう ていど じょうたい さまざま ひつようひと ひと

ちょうかく しょう ひと う ひと ひと う あと なん

ばあいき

ひと あいて はなしこえ だ

はなおんせい

はな

にがて ひときな

きけん め

にほんご よ か

かたち

よ と しかく じょうほう ないよう おぎな ひと

き かぎ あいて くち

しゅうい き づ

しょう

ちょうかく しょう がいけん

わ

きんきゅうじ さいがいじ

なかまち

ごかい

む し

きゅう はな はじ ちゅうい

かいわ じゅんび ひつよう

ことば りかい たいせつ

くち かたち ひょうじょう

む はな

はな

め あ

み わ ほうほう つた

ひょうじ しゅわ

わ ばあい も じ

ちょうかくしょう ひと

づき

おんせい じょうほう

き かえ かみ か

き と

ないよう かくにん

き しょう

こえ くるま しゅわ つか ひと なか

がいけん わ かいわ

ほちょうき ひと ほちょうき おと おお

じょうほう き も つた
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●新聞、テレビ、パソコンか
らの情報、周りの状況を知る
ための音や光も入らない（ま
たは入りにくい）です。

●家族や友人との会話も難
しく、気持ちを伝えられない
ストレスを感じることがあり
ます。

しんぶん

じょうほう まわ じょうきょう し

おと ひかり はい

はい

かぞく ゆうじん かいわ むずか

き も つた

かん

事故のため
しばらく停車
します

ていしゃ

じ こ

　視覚と聴覚の両方に障がいがあることを「盲ろう」といいます。

●見え方と聞こえ方を大きく分けると４つのタイプに分かれます。
　◆全盲ろう～全く見えず、全く聞こえない状態　　◆全盲難聴～全く見えず、少し聞こえる状態
　◆弱視ろう～少し見えて、全く聞こえない状態　 ◆弱視難聴～少し見えて、少し聞こえる状態

こんなことに困っています…
こま

わたしたちができることは？

●一人で外出したり、移動す
ることがとても難しいです。

●緊急時・災害時にアナウン
スなどの音声情報には気付
くことができません。
　また、危険な状況も分かり
ません。
　白杖を持っていて、声をか
けても反応がないときには、
手のひらに字を書いて、安全
な場所に誘導します。

盲ろうの人のことを知ろう
もう ひと し

◆弱視や難聴の場合、適切な配慮や環境があれば、視覚や聴覚も活用できます。

◆聴力の残っている盲ろうの人に話しかける場合は、向かい側からではなく、聞き取りやすい方の耳に向かって真横
から聞き取りやすい大きさ、速さで一語一語はっきりと話すようにしましょう。

◆情報を得るには、活用可能な感覚に応じて、触手話、弱視手話、指点字、点字など、その人に応じた方法で対応しま
しょう。

◆「触手話も指点字もできないから」と遠慮せず、積極的に話しかける気持ちが大切です。手のひらで文字を書く「手
書き文字」で会話ができる人もいます。

触手話
しょくしゅわ

指点字
ゆび てんじ

手書き文字
て　が もじ

相手の手話を触って読み取る方法です。
また、相手が盲ろうの人の手を取って
手話の形を作って伝える方法があります。

盲ろうの人の両手の指（人差し指、中指、
薬指）６本を点字の６点に対応させ、通訳
者が盲ろうの方の指に打って伝えます。

盲ろうの人の手のひらに指で直接文字
を書きます。

ちょうかくしかく りょうほう しょう もう

ひとり がいしゅつ いどう

むずか

きんきゅうじ さいがいじ

おんせい じょうほう き づ

きけん じょうきょう わ

はくじょう も こえ

はんのう

て じ か あんぜん

ばしょ ゆうどう

じゃくし なんちょう ばあい てきせつ はいりょ かんきょう しかく ちょうかく かつよう

ちょうりょく のこ もう ひと はな ばあい む がわ き と ほう みみ む まよこ

き と おお はや いちご いちご はな

しゅわしょく ゆび てんじ えんりょ せっきょくてき はな もき じもたいせつ て か て

が も じ かいわ ひと

じょうほう え かつよう かのう かんかく おう しゅわしょく じゃくし しゅわ ゆび てんじ てんじ ひと おう ほうほう たいおう

しゅわあいて さわ よ と ほうほう

つくかたちしゅわ つた ほうほう

あいて もう ひと て と

もうしゃ かた ゆび う つた

くすりゆび ほん てんじ てん たいおう つうやく か

もう ひと りょうて ゆび ひと さ なかゆびゆび もう ひと て ゆび ちょくせつ も じ

じゃくし

ぜんもう

すこ

まった

み

み

じゃくし

ぜんもう

なんちょう

なんちょう

すこ

まった

み

み

すこ

すこ

き

き

じょうたい

じょうたい

まった

まった

き

き

じょうたい

じょうたい

み かた き かた おお わ わ
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何かお手伝い
することは
ありますか？

て つだなに

わたしたちができることは？

◆障がいのない人は、障が
い者等用駐車スペースやバ
リアフリートイレを使用しな
いようにしましょう。

◆いきなり車いす等に触っ
たり、押し始めるのではな
く、車いす等を利用する人
に、どのような支援が必要か
確認しましょう。

◆「分かりやすく、ていねい
に努めること」がコミュニ
ケーションの基本姿勢とし
て必要です。聞き取りにくい
時は分かったふりをせず、
一語一語確認しましょう。

◆困っている様子であれば、
「何かお手伝いすることはあ
りますか」などと声をかけま
しょう。
　車いすを利用している人
と話をするときは、少しかが
んで目線を合わせることで
会話がしやすくなります。

◆肢体不自由のある人は、
移動、読み書き、会話など
に時間を要することがある
ので、時間に余裕を持って
見守ってください。

◆話をするときは、介助者に
ではなく、必ず本人に向かっ
て対応してください。

　事故による損傷や生まれつきの病気などが原因で、手や腕（上肢）、足（下肢）に欠損やまひ、筋力低下などが生じ、
日常の動作や姿勢の維持が不自由になる障がいです。

身体に不自由のある人のこと（肢体不自由）を知ろう
からだ ふじゆう したいひと ふじゆう し

こんなことに困っています…
こま

●車いすを使用している人
は、高い所には手が届きにく
く、床にあるものは拾いにく
いです。

●「まひ」がある人などは、
文字を記入することが難し
かったり、電車やバスなどで
体のバランスを崩しやすい
ことがあります。

●下肢に障がいのある人の
中には、段差や階段、手動ド
アなどがあると、一人では進
めない人や歩行が不安定で
転倒しやすい人もいます。

●障がい者等用駐車スペー
スやバリアフリートイレが
空いていないため、その設備
を本当に必要としている人
が利用できないことがあり
ます。

しょう ひと しょう こま ようす

なに て つだ

こえ

くるま りよう ひと

はなし すこ

あめせん

かいわ

わ

つと

きほん しせい

ひつよう き と

とき わ

いちごいちご かくにん

くるま とう さわ

お はじ

くるま とう りよう ひと

しえん ひつよう

かくにん

しゃ とう よう ちゅうしゃ

しよう

したい ふじゆう ひと

いどう よ か かいわ

じかん よう

はなし かいじょしゃ

かなら ほんにん む

たいおう

じかん よゆう も

みまも

じ こ うそんしょう びょうき げんいん て うで じょうし あし か し けっそん きんりょく ていか しょう

しよう ひとくるま か し しょう ひと

ゆか ひろ

たか ところ て とど

にちじょう どうさ しせい い じ ふじゆう しょう

ひと

りよう

ほんとう ひつよう

あ せつび

しょう しゃ とう よう ちゅうしゃ

からだ くず

でんしゃ

きにゅうも じ むずか

ひと

ひとり すす

なか だんさ かいだん しゅどう

ひと ほこう ふあんてい

てんとう ひと
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　内部障がいは、肢体不自由以外の身体の内部の障がいで、心臓機能、腎臓機能、呼吸機能、膀こう、直腸機能、
小腸機能、肝臓機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能のいずれかの障がいにより、日常生活に支障が生じて
いる状態をいいます。
　また、難病とは、原因が不明で治療法が確立していない長期の療養を必要とする病気のことをいいます。

身体の中に障がいのある人（内部障がい）・難病の人のことを知ろう
からだ なか しょう しょうひと ないぶ なんびょう ひと し

こんなことに困っています…
こま

わたしたちができることは？

●外見では分かりにくいた
め、電車やバスの優先席に
座っても理解されないなど、
心理的ストレスを受けやす
い状況です。

●人工膀こうや人工肛門を
使用している人（オストメイ
ト）は、専用のトイレを必要
とするため、通常のトイレで
は不便に感じることがあり
ます。

◆心臓機能障がいで心臓
ペースメーカーが入っている
人は、携帯電話・スマートフォ
ンから発せられる電磁波な
どの影響を受けると誤作動
する恐れがありますので、
優先席の近くでは携帯電話・
スマートフォンの電源を切り
ましょう。

◆バリアフリートイレを
必要としている人がいつでも
使えるように、一般のトイレ
を使用できる人は、できるだ
けバリアフリートイレを使用
しないようにしましょう。

●障がいのある臓器だけで
なく、全身の機能が低下して
いるため、体力がなく、疲れ
やすい状況にあり、重い荷物
を持ったり、長時間立ってい
るなど、身体的負担を伴う
行動が制限されます。

●呼吸器に障がいのある人
の中にはタバコの煙が苦し
い人もいます。

◆外見からは分かりにくい
ので、電車やバスで立ってい
るのがつらそうな人がいた
ら、進んで席を譲りましょ
う。

◆体力が落ちていて感染症
にかかりやすいので、風邪な
どをひいているときは、うつ
さないように気をつけま
しょう。

◆内部障がいがあると分か
るマーク（ヘルプマーク）を
付けている人に配慮しま
しょう。

ないぶ しょう したい ふじゆう いがい からだ ないぶ しょう しんぞう きのう じんぞう きのう こきゅう きのう ぼう ちょくちょう きのう

しょうちょう

なんびょう げんいん ふめい ちりょうほう かくりつ ちょうき りょうよう ひつよう びょうき

じょうたい

きのう かんぞう きのう めんえき ふぜん めんえき きのう にちじょう せいかつ ししょう しょうしょう

がいけん わ

じょうきょう

しんりてき う

すわ りかい

でんしゃ ゆうせんせき

じんこう ぼう じんこう こうもん

ふべん かん

さんしょう

つうじょう

せんよう ひつよう

しよう ひと

こきゅうき しょう ひと

ひと

なか けむり くる

ぞうき

せいげんこうどう

ともな

た

しんたいてき ふたん

にもつ

も ちょうじかん

おもじょうきょう

たいりょく つか

ぜんしん きのう ていか

しんぞう きのう しょう しんぞう

はい

ひと けいたい でんわ

はっ でんじは

でんしゃ た

ひと

すす せき ゆず

えいきょう う ごさどう

おそ

ゆうせんせき ちか けいたい でんわ

でんげん き

ひつよう ひと

つか いっぱん

しよう ひと

しよう

たいりょく お かんせんしょう

ぜか

き

ないぶ しょう わ

つ はいりょひと

しょう

わがいけん

※P13 バリアフリートイレについてを参照
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　知的障がいとは、知的機能の障がいが発達期（おおむね18歳まで）に現れ、日常生活又は社会生活に支障が生じ
ている状態をいいます。
　知的障がいの特性は、「言葉を使う」、「判断する」、「抽象的なことを理解する・考える」ことが苦手であることが主
な特徴です。障がいの現れ方は人それぞれですので、どのような配慮が必要かは個人により大きく違います。

知的障がいの人のことを知ろう
ちてき しょう ひと し

わたしたちができることは？

◆自分の考えをうまく伝えることが苦手です。
　「早く」、「まだ？」などと急かさずに、じっくりと聞
きましょう。

◆人に質問したり、言葉で自分の気持ちを伝えたりすることが苦手なた
め、状況に応じて絵や記号、簡単な図を使って説明や意思表示するなど、そ
の人の伝えたいことを理解するようにしましょう。

◆障がいの程度や、必要な支援内容は様々ですが、一般の会社等で働いている人も、福祉サービスを使って生活して
いる人も、それぞれの形で社会参加しています。

こんなことに困っています…
こま

●未経験のことや、慣れな
い場所、初めて会う人との
やりとりでは大きな不安を
感じて、うまく行動できない
ことがあります。
　また、「何に困っていて、ど
うしたいのか」をうまく伝え
られない場合があります。

●障がいの現れ方は人それ
ぞれで、漢字の読み書きや
計算は苦手だったり（逆に
得意な人もいます）、一つの
行動に固執したり、同じ質問
を繰り返したりする人もいま
す。

しょう きのう しょう はったつき さい あらわ にちじょうせいかつ また しゃかい せいかつ ししょう しょうちてき

おも

とくちょう しょう あらわ かた ひと はいりょ ひつよう こじん おお ちが

ちてき しょう とくせい ことば つか はんだん ちゅうしょうてき りかい かんが にがて

じょうたい

つた

ばあい

なに こま

かん こうどう

おお ふあん

ばしょ はじ あ ひと

かえ ひとく

こうどう こしつ おな しつもん

とくい ひと ひと

けいさん にがて ぎゃく

かんじ よ か

ちてき

じぶん かんが つた にがて

はや せ き

しつもん ことば じぶん き も つた にがてひと

じょうきょう おう え きごう かんたん ず つか せつめい い し ひょうじ

ひと つた りかい

しょう ていど ひつよう しえん ないよう さまざま いっぱん かいしゃ とう はたら ひと ふくし つか せいかつ

ひと かたち しゃかい さんか

みけいけん な しょう あらわ かた ひと

ふあん

むずか ひょうげんつか わひょうげん せつめい

さき よてい わ

◆先の予定がどうなるか分からないと不安になりま
す。難しい表現は使わず、分かりやすい表現で説明しま
しょう。

きょう の よてい

10じ　はじまり

ごぜん　はなしあい

しょくじ　カレー

ごご　カラオケ

３じ　帰ります



9

わたしたちができることは？

◆同時にたくさんのことを
指示されると、適切な順位を
付けられない場合がありま
す。
　分かりやすい言葉で伝え
たり、取り組む順番や開始
時間などをメモで渡すなど
の配慮が必要です。

◆不安の強い人、感覚が
敏感な人もいますので、適度
な声の大きさで、笑顔で対応
しましょう。

◆たくさんの人がいる場所
や狭い空間などで会話や
作業などをしている時に、パ
ニック症状等を起こす人もい
ます。
　この場合、少しの時間待
つことで、早く落ち着くこと
もあります。
　周りの人が理解して、温か
い目で見守ることで、本人も
楽になれます。

こんなことに困っています…
こま

●自閉スペクトラム症（ASD）
　周囲の状況を読み取ったり、人の表情から気持ちを読み
取ったりすることが苦手です。
　他人との関係づくりや、コミュニケーションが苦手です。

●学習障害（LD）
　読むことや書くこと、計算
することなどのうち、いずれ
かだけが難しいという人も
います。

●注 意 欠 如多動 性 障 害
（ADHD）
　長時間座っていることや、
じっとしていることが苦手
で、そわそわと休みなく動い
てしまう場合があります。

●外見からは分かりにくい
障がいのため、障がいが
原因のパニック症状等も「し
つけができていない」などと
誤解されることがあります。

　発達障がいとは、脳の機能の発達に関係する障がいで、他人との関係づくりや、コミュニケーションなどが苦手で
すが、優れた能力が発揮されている場合もあり、周りから見てアンバランスな様子が理解されにくい障がいです。
　発達障がいには、自閉スペクトラム症（ASD）、学習障害（LD）、注意欠如多動性障害（ADHD）、その他これに類
する脳機能の障がいがあります。
　いくつかの発達障がいの特性を持っている人もいますので、どのような配慮が必要かは個人により大きく違います。

発達障がいの人のことを知ろう
はったつ しょう ひと し

どうじ ひと ばしょ

じへい

てきせつ じゅんいし じ

つ ばあい

ことばわ つた

じゅんばん かいしくと

じかん わた

ひつようはいりょ

がくしゅうしょうがいえるでぃー

よ か けいさん

むずか ひと

にがて

くうかんせま かいわ

さぎょう とき

しょうじょうとう ひとお

ばあい すこ じかん ま

はや お つ

まわ ひと りかい あたた

め みまも ほんにん

らく

ふあん つよ ひと かんかく

びんかん ひと てきど

こえ おお えがお たいおう

ちょうじかん すわ

にがて

やす うご

ばあい

しゅうい とよじょうきょう ひょうじょうひと き も よ

と にがて

たにん かんけい

がいけん わ

しょう しょう

げんいん しょうじょうとう

ごかい

しょうえーえすでぃー

ちゅうい

えーでぃーえいちでぃー

けつじょ たどうせい しょうがい

はったつしょう のう きのう はったつ かんけい しょう たにん かんけい にがて

はったつしょう とくせい も ひと はいりょ ひつよう こじん おお ちが

はったつしょう じへい しょうえーえすでぃー えるでぃーがくしゅうしょうがい ちゅうい けつじょ たどうせい しょうがいえーでぃーえいちでぃー た るい

のう きのう しょう

すぐ のうりょく はっき ばあい まわ み ようす りかい しょう
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わたしたちができることは？

　精神疾患とは、統合失調症、躁うつ病、うつ病、パニック障害等の様々な心の病気により、日常生活や社会生活の
しづらさを抱えたりする症状のことです。
　適切な治療を受けることや、薬を飲んだり、周りの理解、配慮があれば、症状をコントロールできるため、多くの人
は地域で安定した生活を送っています。

精神疾患の人のことを知ろう
せいしん しっかん ひと し

◆「頑張れ」、「早く」などと言
われると、過剰なストレスに
なることがあります。
　本人の気持ちやペースに
合わせましょう。

◆不安の強い人や、感覚が
敏感な人もいますので、適度
な声の大きさで、笑顔で対応
しましょう。

◆障がいのある人の気持ちや体調に対して、周りの人が
「目配り、気配り、心配り」することが重要です。
　不安を感じさせないよう穏やかに対応しましょう。

こんなことに困っています…
こま

●統合失調症では、幻聴や
妄想が症状として現れ、現実
を認識する能力が妨げられ
ます。

●うつ病では気分が落ち込
み、何事にも興味が持てなく
なる人もいます。眠れなかっ
たり、疲れなど体にも不調が
生じたりすることから、日常
生活にも支障が現れます。

●外見からは分かりにくく、
障がいについて理解されず
孤立している人もいます。

●躁うつ病では、気分が上が
り過ぎる「躁」状態と、気分
が落ち込んでしまう「うつ」
状態を繰り返します。

●パニック障がいでは、突然
の激しい動悸、胸苦しさ、
息苦しさ、めまいなどの身体
症状を伴った強い不安に
予期せず襲われます。

●精神疾患が、周りから理解
されず、病気のことを他人に
知られたくないと思っている
人も多くいます。

せいしん

い

かじょう

ほんにん き も

あ

きくばめくば こころくば じゅうよう

ふあん かん おだ たいおう

もうそう しょうじょう あらわ げんじつ

にんしき のうりょく さまた

びょう きぶん お こ

なにごと きょうみ も

ひと ねむ

つか からだ ふちょう

す そう じょうたい きぶん

お こ

じょうたい く かえ

よき おそ

しょう とつぜん

どうきはげ むなぐる

いきぐる しんたい

つよ ふあんしょうじょう ともな

せいしん しっかん まわ りかい

びょうき たにん

し おも

おおひと

しょう

せいかつ

にちじょう

ししょう あらわ

がいけん わ

しょう りかい

こりつ ひと

びんかん ひと てきど

こえ おお えがお たいおう

しっかん とうごう しっちょうしょう そう びょう びょう しょうがいとう さまざま こころ びょうき にちじょうせいかつ しゃかい せいかつ

ちいき あんてい せいかつ おく

てきせつ ちりょう う くすり の まわ りかい はいりょ しょうじょう おお ひと

かか しょうじょう

はやがんば つよふあん ひと かんかく

しょう ひと き も たいちょう たい まわ ひと

しっちょうしょうとうごう げんちょう そう びょう きぶん あ
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これまでのおさらい　下の絵では、どんなことで
した え

答え：①車いすの人が高い場所に陳列された商品を取れない。　②点字ブロックの上に物が置かれている。
　　　③車いすの人がバリアフリートイレに入れない。

こた くるま

くるま ひと はい

ひと たか ばしょ ちんれつ しょうひん と てんじ うえ もの お
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困っているか考えよう！何個見つけられるかな？
なんこ みこま かんが

④目の不自由な人が青信号に気付かず渡れない。　⑤内部障がいのある人が席を譲ってもらえず座れない。
⑥車いすの人が障がい者等用駐車スペースに停めた車に乗ることができない。

め ふじゆう ひと あおしんごう き づ わた ないぶ しょう ひと せき ゆず すわ

くるま ひと しょう しゃとうようちゅうしゃ と くるま の



心のバリアフリーの
理解を進めましょう！

こころ

りかい すす

協力
きょうりょく

北海道福祉のまちづくり推進連絡協議会
ほっかいどう ふくし れんらくすいしん きょうぎかい

保健福祉のマスコットキャラクター
ほけん ふくし

「うっさん」

＊多くの人に分かりやすく、読みやすいように工夫されたユニバーサルデザインフォントを使用しています。

＊色覚の個人差を問わず、できるだけ多くの人に見やすいようにカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

しようおお

しきかく こじんさ と おお ひと み はいりょ さくせい

ひと わ よ くふう

発行
はっこう

北海道保健福祉部福祉局地域福祉課
ほけんほっかいどう ふくしぶ ふくしきょく ちいき ふくしか

〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目

【電話】011-231-4111  【FAX】011-232-4070

さっぽろし

でんわ ふぁっくす

ちゅうおうく きた にし ちょうめじょう


